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平成 30（2018）年「東北大学外国人留学生総長特別奨学生」 

候補者の推薦について（依頼） 

 

 

 東北大学外国人留学生総長特別奨学生制度は、本学が世界に開かれた大学として世

界中から優秀な人材を集め、国際社会で指導的役割を果たす人材を育成し送り出す 

ことを支援するため、本学に在籍する（在籍予定を含む）優秀な外国人留学生の留学

生活を安定させることを目的とし、平成 22 年 1 月に創設されました。 

 平成 30（2018）年は、別添「東北大学外国人留学生総長特別奨学生募集要項」の

とおり 20 名程度の採用を予定しています。 

 ついては、貴部局において適格者がいる場合は、募集要項に基づき応募書類を取りまと

めのうえ、平成 31 年 1 月11 日（金）までに留学生課国際教育係へご推薦願います。 

 なお、候補者がいない場合も、その旨を文書によりお知らせ願います。 

（担当） 

教育・学生支援部留学生課 

国際教育係（川Ｂ7） 

TEL: 022-795-7817 

FAX: 022-795-7826 

MAIL: sed2@grp.tohoku.ac.jp 



 

平成３０（２０１８）年 

東北大学外国人留学生総長特別奨学生（President Fellowship）募集要項 

 

 

 

本学に在籍する（在籍予定を含む）外国人留学生で、学業、人物ともに優れた者に対し、奨学

金を支給することで、本学が世界に開かれた大学として世界中から優秀な人材を集め、国際社会

で指導的役割を果たす人材を育成することを目的とする。 

 

 

１．対象者（応募資格） 

東北大学外国人留学生総長特別奨学生制度実施要項に基づき、本学の大学院正規生及び学

部・大学院・研究所等研究生として在籍（在籍予定を含む）する外国人留学生で研究計画が

明確、かつ、学業、人物ともに極めて優れている者、並びに２０１９年４月から２０１９年

１０月の間に入学予定の者とする。 

   ただし、国費外国人留学生、大学間交流協定等に基づき授業料等が不徴収となっている者、

日本学術振興会特別研究員及び博士（後期）課程において東北大学大学院リーディングプロ

グラム奨励金を受給している者は除く。 

 

 

２．募集人数 

２０名程度 

 

 

３．奨学金 

   東北大学大学院通則の別表第２、及び東北大学研究生規程の別表に定める授業料等相当額

（ただし、検定料、入学料は、入学時のみ支給する。）を、原則として６ヶ月毎に、本人名義

の銀行口座に振り込む。 

          

 

４．支給期間 

採用時における在籍区分の標準修業年限とする。ただし、採用後において成績が不良の場

合については、奨学金の支給を取り消す場合がある。 

また、研究生を経て本学大学院に入学する場合、大学院前期課程から後期課程へ進学する

場合については、支給期間の延長が認められる場合がある。 
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５．応募書類（応募者が準備する書類） 

（１）「候補者申請書」（様式２－１） 

    日本語または英語で記入すること。 

（２）「推薦理由書」（様式２－２） 

    指導教員（予定を含む）等が作成すること。（英語可） 

（３）成績証明書 

 直近の成績証明書及び前課程の成績証明書。（コピー可） 

 英語又は日本語以外の言語で記載されているものについては、英語又は日本語の 

訳を添付すること。 

 （注）提出された応募書類は返却しない。 

 

 

６．応募書類の提出方法 

（１）応募者は、上記５．の書類を所属（予定を含む）部局へ提出し申し込むこと。 

（２）関係部局は、応募者のうち部局長が認めた者について、上記５．応募書類に次の書類を添

付のうえ下記７．提出期限・提出先に申請すること。 

   （a）推薦書（様式１） 

成績係数は、別紙「成績係数の算出方法」に従い算出した成績係数を記入すること。 

（b）候補者リスト（様式３） 

電子媒体により提出すること。 

 

 

７．提出期限・提出先 

  平成３１年（２０１９年）１月１１日（金）（必着） 

教育・学生支援部留学生課国際教育係 

   川内北キャンパス Tel：７９５－７８１７ （Fax.７９５－７８２６） 

   E-mail : sed2@grp.tohoku.ac.jp 

 

 

８．選考の方法 

  部局長により推薦された候補者から、応募書類に基づいて選考委員会が選考する。 

  奨学生の決定は、選考委員会の議を経て総長が行う。 

 

 

９．採否の通知 

  採否の通知は、部局に対し平成３１年（２０１９年）３月中旬頃までに行う。 

 

 

◇留意事項◇ 

（１）提出書類の記載事項に虚偽が認められたときは、選考の対象としない。 

（２）提出書類の記載内容は、個人情報として取り扱われる。ただし、採用者の提出書類につい

ては、必要な情報について提供されることがある。 
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（別紙） 

 

成績係数の算出方法 

（東北大学外国人留学生総長特別奨学生 推薦用） 

 

 

 

 

（計算式） 

（「評価ﾎﾟｲﾝﾄ 3 の単位数」×3）＋（「評価ﾎﾟｲﾝﾄ 2 の単位数」×2）＋（「評価ﾎﾟｲﾝﾄ 1 の単位数」×1） 

総修得単位数 

 

 

（注１）直近の成績証明書及び前課程の成績証明書に基づき算出すること。 

（注２）修得した授業について単位制をとらない場合は、単位数を科目数に置き換えて算

出すること。 

（注３）上表の成績評価にない評価（例えば、「認定」、「合格」など）は対象としないこと。 

（注４）成績係数に端数が出る場合は、小数点以下第３位を四捨五入すること。 

区分 成績評価 

４段階評価  優 良 可 不可 

４段階評価  Ａ Ｂ Ｃ Ｆ 

４段階評価  100～80 点 79～70 点 69～60 点 59 点～ 

５段階評価 ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

５段階評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｆ 

５段階評価 100～90 点 89～80 点 79～70 点 69～60 点 59 点～ 

評価ポイント ３ ３ ２ １ ０ 
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東北大学外国人留学生総長特別奨学生制度実施要項 

 

                    平成２２年１月２７日総長裁定 

（趣旨) 

第 1 条 この要項は、東北大学外国人留学生総長特別奨学生（以下「特別奨学生」

という。）の選考及び奨学金の支給等について、必要な事項を定めるものとす

る。 

（目的） 

第２条 東北大学(以下「本学」という。)の大学院に在籍又は大学院レベルの研

究活動を行うため研究生として学部に在籍（在籍予定を含む。）する外国人留

学生で、学業、人物ともに優れた者に対し、奨学金を支給することにより、本

学が世界に開かれた大学として世界中から優秀な人材を集め、国際社会で指導

的役割を果たす人材を育成することを目的とする。 

（定義） 

第３条 この要項において、「外国人留学生」とは、外国人留学生（出入国管理及び難民

認定法（昭和２６年政令第３１９号）別表第１に定める「留学」の在留資格を有する者）

で、国費外国人留学生制度実施要項（昭和２９年３月３１日文部大臣裁定）に定める国

費外国人留学生以外の者をいう。 

（特別奨学生の資格) 

第４条 特別奨学生となることができる者は、本学に在籍（在籍予定を含む。）

する外国人留学生であって、次の各号のいずれかに該当し、学業、人物ともに優

れた者とする。ただし、東北大学大学院通則（昭和２８年１１月１６日制定）（以下「大

学院通則」という。）第４４条の１５第１項又は第４６条の２の規定により、検定料、

入学料又は授業料が徴収されていない者は除く。 

 一 中国国家留学基金管理委員会「国家建設高水平大学公派研究生」派遣制度による者 

 二 本学大学院が実施するダブルディグリー又は共同教育プログラムによる者 

 三 その他特定の資質能力を有すると認められる者。ただし、科目等履修生、特別聴 

講学生及び特別研究学生を除く。 

（特別奨学生の申請） 

第５条 特別奨学生に申請する者（以下「申請者」という。）は、在籍する部局の長（在

籍予定の者については在籍予定の部局の長。以下「部局長」という。）を通じて、総長

に申請するものとする。 

（選考委員会) 

第６条 総長は、特別奨学生の選考をさせるために、東北大学外国人留学生総長特別奨

学生選考委員会（以下「選考委員会」という。）を置く。 

（選考委員会の構成) 

第７条  選考委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

一 委員長 

二 理事又は副学長のうちから委員長が指名する者 

三 国際交流戦略室員 若干人 
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四 その他委員長が必要と認めた者 若干人 

２ 委員長は、総長が指名する理事又は副学長をもって充てる。 

３ 第１項第２号から第４号までの委員は、委員長が委嘱する。 

（特別奨学生の決定) 

第８条 特別奨学生の決定は、選考委員会の議を経て総長が行う。 

２ 前項の選考結果は、部局長を通じて申請者あて通知する。 

（奨学金の財源） 

第９条 奨学金の財源は、総長裁量経費を充てる。 

（奨学金の支給額） 

第１０条 奨学金の支給額は、受給者の在籍区分に応じた授業料等相当額とする。 

（奨学金の支給期間） 

第１１条 奨学金の支給期間は、受給者の在籍区分に応じて、大学院通則第４条若しくは

第４条の２に定める標準修業年限、東北大学研究生規程（昭和３８年５月１５日制定）

第１２条に定める在学期間又は本学在籍予定期間を超えないものとする。ただし、研究

生を経て本学大学院に入学又は編入学する場合は、支給期間の延長を認める場合がある。 

（支給の取消し） 

第１２条 特別奨学生が次の各号のいずれかに該当した場合は、それ以後の奨学

金の支給を取り消す。 

一 退学を許可され、又は退学を命ぜられた場合 

二 除籍された場合 

三 その他奨学金の支給が不適当と認められる場合 

（支給の停止及び解除） 

第１３条 特別奨学生が休学を許可された場合又は休学若しくは停学を命ぜられた場合

は、原則として、休学又は停学の期間中の奨学金は支給しない。 

２ 総長は、前項の規定により奨学金の支給を停止された者について、その理由が止んだ

場合には、奨学金の支給の停止を解除することができるものとする。  

（事務） 

第１４条 特別奨学生の選考及び奨学金の支給等にかかる事務は、教育・学生支援部留学生

課が行う。 

（実施細則） 

第１５条 この要項に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

この要項は、平成２２年 １月２７日から施行する。 

   附 則 

この要項は、平成２２年７月１３日から施行し、改正後の第１４条の規定は、平成２２年７月

１日から適用する。 

   附 則 

 この要項は、平成２２年９月２８日から施行する。 



 

  

東北大学外国人留学生総長特別奨学生制度実施細則 

 

                    平成２２年１月２７日 

理事（教育国際交流・情報システム担当）裁定 

（趣旨) 

第 1 条 この細則は、東北大学外国人留学生総長特別奨学生制度実施要項（以下

「実施要項」という。）第１５条に基づき、奨学金の支給等について、必要な

事項を定めるものとする。 

 （奨学金の支給額） 

第２条 実施要項第１０条に定める授業料等相当額とは、検定料、入学料及び授

業料相当額とする。 

（在籍の確認） 

第３条 東北大学外国人留学生総長特別奨学生制度受給者（以下「受給者」という。）が

在籍する部局の長（以下「部局長」という。）は、年度の４月および１０月に在籍の確認を行

い、速やかに総長に報告を行うものとする。 

（奨学金の支給方法） 

第４条 前条により受給者の在籍が確認された場合、原則として、受給者の指定する金融機関の

口座に年２回に分け振り込むものとする。 

 （受給者の異動） 

第５条 部局長は、受給者が次の各号のいずれかに該当する場合は、速やかに総長に届け

出なければならない。 

 一 退学したとき 

二 休学または停学したとき 

三 奨学金を辞退したとき 

 四 その他、受給者として取り消されたとき 

 （奨学金の返納） 

第６条 総長は、受給者が実施要項第１２条の各号のいずれかに該当した場合、その他返

納が必要と認められる場合は、奨学金を返納させることができる。 

 

   附 則 

この細則は、平成２２年 １月２７日から施行する。 
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